



































　小皿　　　　　　　…　 ４ 人グループにつき 2 枚
　箸　　　　　　　　…　 ４ 人グループにつき 1 膳





















第 2 回戦「 1 分（３0秒）で豆を何個でひろえるか？で勝負」


























































図 １ 　ワークショップの様子 豆ひろいを体験する
・動物の走る速さ
・着替える速さ
・東京－大阪間で、どの乗り物を使うかで速さが違う
・百マス計算
・印刷機
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　着替える速さは、着替える服を作業量として固定した速さである。確かに着替える
のがものすごく速い児童はどのクラスにもいるものである。児童が普段目にしている
速さのよき事例である。
　東京─大阪間で距離を固定し、乗り物を変えることでかかる時間から速さを比べる
考え方は、生活の中でよく出てくる。歩いた場合は1４日くらい。新幹線だと 2 時間３0
分くらい。リニアモーターカーだと 1 時間くらい。リニアモーターカーがどれだけ速
いかよくわかる。
　百マス計算プリントは解き終わるまでの時間で見ると、作業量を揃えた速さであ
る。先程の事例の、漢字50問テストの 5 分経過時点で何問解けたかとは違った見方で
あることに気づかれたであろうか。同じテストであっても、見方を変えれば速さの比
べ方は変わってくる好例である。同様の例が、印刷機である。同じ枚数であればかかっ
た時間が短い印刷機の方が速いとなる。また同じ時間で何枚印刷できるかでも速さを
決めることができる。筆者の実践では、この同じ事例で両方の見方ができるという話
題は出なかった。ワークショップを通じて、速さの見方・考え方を更に深めることが
できた。
４ 　終わりに
　ワークショップでは、豆ひろいゲームに取り組む参加者の表情が生き生きとしてお
り、筆者のクラスの児童と全く同じで驚いた。考えてみると、ものごとの効率化が叫
ばれる昨今、速さで競う事例は私たちの日常に溢れていることに気づく。速さに代表
される異種の二量を、単に学習対象として捉えるのではなく、日常にある様々な例と
結びつけながら理解していくことで、児童の数学的な見方・考え方を豊かな深いもの
にしていくことが重要だと、改めて認識することができた。今後は本実践のように、
体験活動から気づいたことをまとめ、その気づきをもとに日常を捉え直す活動の有効
性を更に実践研究を通して明らかにしていきたい。
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